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1.　半透明衣料には裏地 または アン ダードレ スを用い

るのが常識である。本研究はこ のような常識 に基づ き，

アンダ ードレ スによる色彩効果 を積極的 に応用し， 新し

い色彩美を演出ナる ための基礎 実験で ある。

2.　半透明衣料 の色 とし て純色 に近い赤，檀 ，黄,緑 ，

青の ５色，ア ンダ ードレ スの色 として500 カラーカード

の中から赤，榎，黄，緑，青，黒，白 の７色 を選び，以

上12色 をカ ラーコンピュータ（400 分 割坐 標） により色

度を求 め，次 に半透 明衣 料とカラーカードとを重ね合 わ

せ たも のについて同 様の方 法により色 度を求 め，更 にＣ

I E 系色度図上に 色点を とり， 主波長(^.d ） 刺激純度

（Ｐｅ）の 転移状況 を吟!*， 比反 射率（Ｙ）の グラフ から

明度変化を吟 味検討し た。

3.　 アンダードレ スの代用とし てのカラーカードの上

にシル クジ ョ' ゼットを重 ねた時 の色彩 は測 色値も視 感

上において も融合 混色効果 を現 わし た。 この場合上 層と

下層 の色 が近似色 ならば融 合色 の彩度 低下は少なく， 上

下 の色 が補色 または準補色の関係にある時は著しく彩 度

低下を生じる場合 が多い。 また上 下の色 が密着し た部分

と遊離した部分 とでは可成 りの色差 が認められたが， 着

装状態 におい てはこ れら両 部分が漸進的 に連 続し，い わ

ゆるグ ラデーション の色彩効果 を現 わす。本実 験結果 に

よy）半透明衣料 のカラーデザイ ンに一 つの計画 性を与 え

るこ とがで きれば幸いで ある。


